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田丸節郎博士 譯 ババー博士 講演 集

「國家 と學術 の研究
」に就 て.
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堀 場 信 吉

ハパー博士は現代世界の學界が生んだ最 も偉大なる人物の一人である。博士の

純 正化墾上に於ける優秀なる業蹟は今更 こ玉に遠べる迄 も無い。その學術の應用

に於ける技能に於ては世入稠知の室中窒素團定ハパー法の事業だけで も決 して他

人のr蹤 を許さない處のものである。然か も博士は單なる學者又は工學者では無

い。その國宗に對する經論策は彼が堂々弛る論議に於て窺はれ,其 の論設の發表

と共に着々と彼が意見を賞行 して行く處に彼が人物の偉大Cが 解る。蠍洲大職に

當って如何に博士が化學者 とし活躍 したかD3ζ 戦後の獲弊せる國家を再び立たし

める鱈めに如何にして數後に於けるか(b燦然たる獨乙學術の繊 陸を發輝せ しめ郷

たか。今や符が國末曾有の翩難來の時機に於てババー博士の學谺振輿策はイ曄 者

は勿論廣 く一般の人士isSfし て大きなる參考になると考へ る。この時に當つて田

丸博士の麗筆になるババー博士の名講演の課を得た事は實 に喜に堪へ'AN・。

筆者は本誌の讃者に特に木害の一讀.を薦める爲めこMこ その内容の一端を紹介

した く思ふっ本書はハパ ー簿士FunfVortrage,aiisdenJahren19?0-1923;

Ver!agvorJu1臨Sp㎡nger,Berlin,7924.及 びAvsLebencnd.Be㎡,A唖 一

saris.Reden,Vo比r践ge;VerlagvonJuliusStringer,130rlin,1927,の 繭君の

中重要なる講演七織を選び譯出した ものである。ババー博士の講演は稀に見る名

文 を以つて認められてある。今一度 この一卷 を繕けば同博士の面影が髣髴 として

浮ぴ幽であたか も親 しくその謦咳に接する心地がすろ。博士は先づ戰前に於ける

獨乙の化學發逹の二大原因を述べて.ゐる。凋乙に於ては化累の天才が必 しも他國
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に比 して多數にあつたわけでば無い。た攣大家がその弟子の養成に留意 して獨乙

はaiに有爲の化學者の大群を持ち得た事が第一の原因であ りとしてゐる。第二の

原因は掲乙國興の大勃興であると.し幾十年来兵役の義務を負ひ高つの大組織の一

員 として服從に慣れ且つ瘠;とに於て困苦1ζ酎へ る襍に鍛錬 されたる國が齟國統一

のaが 明け放た昨輝か しく太陽洋差 し昇つた時に於て精帥生r'fitzも経濟生活に も

凡ゆ.る方面に世界的域効を協ち得た ものは自然の勢であると云つてゐる。 もし博

.tの 擧げた二大原因が果 してlt#fc7.とせばζれ を我が閣の現雌1こ移 して見れrx如

何.して近い將來東洋の一角より世界學術 の精華輝か しく唆きfUる事があ り得べか

らざる事と累5や ふ。我が日本民族D現 代に於ける勃興は世界歴史上の驚異であ

る。たr組 織的訓練に就てはや 」缺 くる處あるとして.も此は今後訓練の方法Z)如

何にある。我が國民個人.として學才は決Lて 歐米の人に比 して劣ると考へ らmar,

い。.た『嬰は今後吾が囲に於てハパー博士所請學者の大欝を如何に して養成する

かにあると思ふ。又博士は如何にして鳳洲0大 載巾獨乙の化學者ボ これに當つた

かに麓τ酵細にEつ て遞ぺてゐる.。,.夊敗職の原因に關 して化畢の力の及ばなかつ

た處を遞ぺて遺壌が無堕。これ等ババー博士の論旨に もし萬一吾が國民茄E義 の

爲め舞界を椙手IL立 たればならk:.時があつたとすれば如何にせば獨乙敗戦の轍を

履む事なくして最後の勝利icyせ しめi9るかを暗示ナるものである。

羨 に戦後疲彝せ る困家を再び立たしめるにに墨 術研究 の振興r_あ りと云ふ鱗の

意見は獨乙學術相抉會め設立 となつて現はれ其の繧織事務の施行の方針の詳細 に

闢 して蓮ぺてゐる。其の結果はga:後の極て困姪なる時期iz'aiつて戰煎に も塘 して

華やかな掲乙學術の檗績を象げ得せ しめた享によつて知 る事が繊來るo假 令世界

綴濟界の危機は獨乙の學術のみを以つて現在の濁乙匿家を救ふ事が出來ない暁期

に立ち至つてゐるとは云へ}度 世界の經沸界が常邇に復歸 した時 にはi[の生み掲

した學術の効果は燦然たる光 を放っに疑が無い。吾が國に この獨乙の學鐵振興策

を取 り入れる事は獅乙の現状 を見て必 しも有効で無い云ふ人あらば共は實に近視
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腹的の見解であって眞實に國家の將來を思ふ人の言葉では無.・と思ふ。

。叢犠 纖継灘 譲競撃盤麗齢 釦
張 によつて伯林に日本學院束京に獨乙學院を開いでその實行に移 らんとしてゐる

之を要するに本講演巣に表はれたるハパー憩士の意見は恰 も吾が國の現歌に照

らして切賓に灣慮すべき問題を紛いたものの如 くであるか ら筆者は國を患ふるの

士の是非一讃を薦め.たいと思ふ。.夂前にも述べ海如 くハパ ー博士の交は實に名文

r一あり田丸博士はとれを譯するに一言一句を忽にせす然か も流暢なる日本auに 移

されたのであるか ら學生諸子の獨乙語の研究によき材料 とも.なるであろふ。

卷末に載せられたる田丸博士の白本に於ける學術研究の振興論論 も亦xの 文

字である。川丸博士が櫻井先生を助i;3;が 國の學術振與策に努力 して居られる事

は人の知る處である。今や此の國策は吾が議愈の協賛 も得,廣 く一般人士の賛助

の許に着々實行の途にあるdiなれば典め効績の現はる日aく はないと思ふ。

學窓ILK';;し て自分の興味の.上か.らはた3ζ名審心のrめ.に 研究に餘念のない擧

者は吾が醐に得がたくは無い。然 し己ぷ奪い研究 の時問 を割いて多くの入々の研

贓 宜。騾 つて國糊 術㈱ 振興。爲。。努。す。、。。人士。得が1

たい。田丸博士の在 裏の努力に對 して厚い敬意を表すると共に个ζのハパー博士

の講演桑の歸出の如 き勞作に對 して再び悪謝の意を表 したいと思ふ。
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